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樋管の操作に関する管理協定書

城県（以下「甲」という｡）と常総市（以下「乙」という｡）とは,"甲が管理する壽級

新八間堀川（以下｢新八間堀川」という｡）及び一級河II八間堀jil ･(以下「八間堀川」

う｡）の河川区域内に存する樋管の管理及び操作（以下「管理」という｡）について，

とおり暫定的に協定する。
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次のとおり暫定的に

ｰ

（目的）

第1条こ ,新八間堀川及び八間堀川I鎧流する乙瀧理Eする用排水路に存する
から乙への引継ぎに向け相互に連携を図りながら，引継ぎが完了する

る適切な管理を砿保することを目的とする。
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（管理費用及びその負担）

露4桑腐定樋管の鍵に要する費用は,原則として乙が負担する。
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（引継手続）

第7条協定樋管の引継ぎに関する事務手続きについては，甲乙協議により別に定めるも
のとする。 ：
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第8条この協定に定めのない事項又はこの協定に関し疑義が生じたときは,その都度嘱一
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れらを常に良好な状態に保つものとする。

め
も
た
る

る
↑
す

鮒

》》

、

一
一
一
一
一
一
一
一
垂

毎一

町

Ｌ

れ

幟
一
》

の
作
そ
を報

位
日
水
て
の
い
路
つ

‐

龍
篭

春。

争
●
口
気

今
■
い
い

霊
：
銅
．
》

●
巧
蕊
蜂
誤

珂
型
旬

企
『
一

』一

零

・

獄
〃
鴬

も
ａ
弓
◇】
雑
人

溌
鏡
蕊
二
懲

弘
ｂ

△

や

壷

》

守

４

１

１

４

＃

０

ｐ

６

← P

１
４
．
０
０
日
Ⅱ
０
』
ｐ
ｄ
ｈ
ｄ
０
Ｄ
ｕ
８
８
■
Ｉ
Ｊ
１
６
ｌ
０
９
０
４
■
７
８
０
６
Ｉ
６
ｆ
９
０
Ｕ
‐
４
４
０
甲
９
９
？
り
Ｉ
■
９
１
１
４
●
０
凸
６
０
０
口
■
■
■
■
■
■
Ｕ
■
Ⅱ
Ｂ
６
Ｕ
■
且
Ⅱ
Ｂ
●
Ｉ
Ｃ
４
．
１
、
１
１
１
ｑ
＆

■
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
■
■
Ｉ
ｑ
ｄ
１
‐
ｂ
Ｉ
Ｄ
ｐ
Ｂ
ｒ
ｈ
’
１
，
心
。
‐
４
ｆ
』
ｐ
、
。

・

０
９
１
？
‐
８
４
１
４
０
１
り
り
■
Ⅱ
Ｉ
０
ｒ
Ｌ
ｄ
Ｉ
０
６
ｆ
’
１
■
■
２
９
０
■
■
‐
４
巴
’
９
０
０
１
１
１
日
司
り
４
‐
４
１
．
１
．
口
も
Ｉ

I
II

il

１
１

蕊篭 蕊蕊 鐵読蹴る限度
,. 1『 ･ 七 ， . F ＝ T ．

幾選家でき方もにおいて
」
－
９
℃
・

守
少
令

？
鼻
『

函
＆
■
口

と
●
今
．

①
ｐ

ｏ
ｌ
■

１
，
０

ゲ

ニ

マ

腸

上

」

毛一③

一

良

暑

▽
４
１

？

ｰ

蛎陞琴急

、
０
４

る
鵜
掃
討

ゾ

ｇ

サ

ク
‐
Ｊ６

ｅ
Ｆ

一

一

Ｌ

、

Ｌ

。

、‐ｆ

●③

凸

舎

４

・

等

〆

室

ロ

個

如

ロ

ロ

。

◇

マ

》

．

一
一
Ｔ

｜
》
甲
憩

４

ｒ

ゞ

；、翅

も

蓉
一
些

澪
鞍

や

覇

・

一

脹
、
一
切
〉
記
●
●
一

ｙ

ｄ

毎

ｒご画

苦

・
◇
一
如
圭
歴

４

勾申

溌

壬
凸
Ｐ

母

。

↑

Ｐ

。

、

◇イ

毛

，

白
・
■
を
ロ
ロ

マ
酔
昼

Ｊ

も
●
字
Ｆ
‐

恥
９
ｈ

も
Ｌ
Ｊ
も

』

供

↑

一

Ｇ

勺
↑
Ｐ
９
－

＃
：
権
は

『

〆。■”

ＴＰ

■③

？

■
》
ご

企
口
訓
邑
矛

口。

抄。

‐
き

今

心野心

》由

も

。

ｒ

》

全

《》与了
●
と
・

鰄
鍵
＆
》
雄

Ｕ
・
』
、
甲

一範侭

．、

》

少
争
柾
》
裡
卓

。

●
企
か

ゆ

、

４
ぜ。

口

４
■
１
才

僻
一
匪
謬
“
，
Ｔ
烏
〃
．

令
毛

や
？
◇
一

句
巳
司
、
〉
Ｆ
一

Ｆ
子
ｅ
◇

△

写

、

。

》

〆◆

峠
“
舞
袈
一

認
や
神

主
額
‐
ｈ
。
ｄ
（

」
且
◇
ｅ
Ｆ
ｔ
Ｅ
ｕ
Ｐ
占

争
》
割
●
１
毎
學
箔
‐

４
勺

△

》

一
‐
ゞ
》
》
）
‐
）

、
一
望
Ｆ
》

や
β
寺
Ｆ
ｊ
Ｐ

ワ

辻

毎

世

《

↑

↑

《

●Ｂ

．
：
・
弓
一
因

Ｆ
◇
『
今

逼

心
卓
『

》

特

》
狸
》
；
・
準

疑

哩

噸

０
－
。
ｎ
己
申
。
ご

ヴ
キ
牝
弔
’
一
坊
｝
》
湖
』
罎
酎
↑
岬

ｆ

◇

ロ
も
△
垂
や
．
Ｌ
ｃ

６
《
式
や

●

夕

作

、

■》Ｐ少

一

”

’
一
勾
暉
、
？

。
●
》
７
．
グ

・
一
心
》
《
ご

蕊

エイ学

一◇

錘
の

ず

、

ｐ
◇
町

誉識

『
、
■
①

戸

気

。
、
■
尚

爆
〆
↑

。
、
●
垂

穂

や

４鵜
涛
感

○
・

噸
瀞
州

》
釦

〃
に
）、垂

ず

〆
令
、

言

忽
》
・
↓
冬
霊
》

鵜;蕊◎
鐸遥雷繧

ｌ
と
《

＆
‐
＠
》
‐
型
の
一

一
マ
早
口
。
Ｊ
討
湿
《
配
〉
》
・

声
垂
Ｋ

一
熟
奪
↑

《

訴

。寺

浄
酢
●
』
）

一

：
ゞ
屡
録
印

記
一
一

侭
灘

〆
が

》
ろ
一

》
ゞ
＃
ぱ

一
：
ゞ
墜
鰯

Ｐ

用

も

口

凹

■

○

卓

ｆ

号

一
》
各
》

軸
・
ゞ
鐸
魚
・
の
》
ゞ

戸
↑
錘
次

。
。
↑
令
〆

』》

壬早

‐

へ

ぞ
ゞ
野
陰

之

・

一
“
い

』

・
幸
一
（
』
《
‘

蕊
と
手

で
斑
一
た
一

・
‘
《
し
《

一
Ｈ
雄

一
“
＃
塗

一

や
畳
呑
晨
冒
応

や
§
灘
噸
鯛

〆
関
蕊
乙

封
》
」
一

・

》

』

一
編
装

陳
蝿
雑

１
１
４

↓

Ｉ
１
ｄ
ｑ
ｄ
■
旧
ョ

卜
９
ヶ
ｆ
Ｐ
ト
ト

や

１
９
Ｊ

“
０
旬
ｑ
１
Ｂ
ｎ
Ｏ
■
ｆ
Ｂ
■
１
０
ｒ
〃
Ｉ
Ｐ
Ｆ
４
■
Ｔ
・
日
ｐ

Ｌ

■

Ｉ

『

０

円』

■

時

Ｄ

』

．

少

草ｒ

中

が
二
」
》
当
垂
『

ｂ〆・

忍
冬
．
？

、
。
穂
、

一

所

こ

・

〃
。

？
型
‐
‐

，
８
‐
ｆ
》
参
…
、
。
・
魂
ｏ
ｉ
匙
辛
救
腱
・
身
．
、
力
軌

鱗
畢
・
“
膿
・
や
Ｐ
、
ｆ
事
口
で

４
◇
マ
マ
。
画
Ｐ
Ｌ
▽

き

ぷ

↑

三

↑

§
‐

》

報ゞゞ
今

一
》
《

》‐

一ゞ

一

』
舎
溌
畢
亨
鯵

」

・

、
、
秒
‐
Ｊ

一
望
画

』

■
、
に
匙

？◇“

標

〆

》
二
・

一

・
瞬
韓
『
↑
、
Ⅱ
“

〃
①ｂ

■
凸

ｆ
角夕

▽」

弓
◇
『
可
矼
、
『
Ｆ

鷺
、
、
・
・
ゞ
〆
．
］
．

や
垂
雄
》
§

＆
？
。
』
二

一寺

Ｆ

ザマ・Ｐ

、△ｄ軸Ｆ戸ｐ西、

琴

辱

ゞ

』

，

手

》

、

執

竿
澤
今
善
．
《
一
”
悪
》
汁

』・

づな

◇
宅
伊
や
グ

“「

『
、
ｇ
，
●
分

凸
哺

，

、内０才。

』。、‘。。

‐

》３

６Ｌ‐

』

寺

」

少

や

可
◇
拝
押

蓼
さ
Ｌ
凸

・
・
・
・
〆
１

〃

・

ゞ

少

Ｚ

Ｌ

？

ざ

、

．
《
‐
。
．
、

一

一一

苓

騨

略

」
ノ
』
ｄ
ざ
，

Ｌ

』

』

十

口

「

一
ｒ
◇

△

－Ｆ『

一一・

。
』

Ｐ旬

◇
し

◇

ゴ

。

、

』

Ｆ

０

ｆ十

一Ａ守

一一

や
・
声
Ｔ
一

へ

巳◇

◇

Ｆ

◇

一◇

・
や
◇

即

↓

い

》

寺

’
辛
”

▼‐』

缶

当
鄙
◇
・
守

Ｌ

灘
《
蝿
罫
蒋
一
識
》
副
一
縦
一
齢
一
一

少
Ｆ
１
、
“
↑
マ

４

や

争

寺

冬

今

・

巳

弘

，

串《

吟
ｆ

隈

・

令
０
Ｆ
己

狸
ｍ
Ｊ
ｏ
釦
千
一
マ
由
。
、
恐
や幸

柵
寸
マ
、
巳

．い『》

一

母
令
で

》

一
心
仁
一

■■

Ｆ
Ｑ
も
壬
揮
や
マ
ー
■
埜
一

宅

名
》
一
一
△
、
へ
脾

．

守

一

■

０仏ｄ

■
６
△
▽
一

’

蕪
一
ゞ
。
、
；
：
‐
．

》
々
霊
隠
”
溌
切
：

＆
虹
△
。
Ｆ

‐

〆

吟》６寺

ず

ら十

〉
程
》
壱
‐
幸
《
式
‐
‐
令
《
毎
払
馳
一
ｒ
Ｊ

一

・
占
〆
一
一
一

（

十

鐸

洋

一

？

串

Ｆ

と

Ｆ
Ｄ
４
歩
ｑ
、
七

、
０
ワ

田

対
”
一
一
卿
一
且
』

、
闇
琴
一
一

Ｊ》Ｇ５守

む
司
令

卜

う
Ｉ
》
ふ
歯
搭
ｒ

、
姜
画
一

窪
並
一

Ｇ戸

均

一

叩

［

］

》

『

届

Ｆ

や
圭

一
・
子
芋
【
Ｈ
Ｈ
盈
一

言
年
一

二
篭
の
一

蝋
職
一

灘
惹
及
午

舞
一
始
壼
關

一
の
封

↓
作
一

鋒
繰

粥
一
似
歩
②
、
③
一
④
霊
⑤
一
⑥
》
』

公

》

ｔ
』

Ｉ
１
Ｆ
ｊ
ｌ
Ｉ
ｊ
１
ｌ
１
ト
ー
ｌ
１
ｑ
ｌ
ｌ
１
ｒ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
‐
１

Ｌ
ｒ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ｐ
Ｉ
ｔ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｆ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
』

ｰ一

膿
刈
起
二

一
宮
一
峰
評

『

や
矛

↓
弁

Ⅵ｝

凸
』

《
・
・
坪
一
一
衿
略
壷
鯵
酵

凸
写
亜
諏
阯
ザ
ー
マ
ー
ザ
宮
苧
乳
』

、
・
・
・
品

・
Ｆ
一
Ｌ

印』

号

藏

Ｌ

‘

八

幻
「
‘
》
・
扣
〆
辛
傘

藍
守
ゲ
毎
司
々
、

年
＃

二
可
叶
」

△

汐
６
Ｌ
』
ｔ

、

｜
冬

晶鼻

I

」

鬼怒川水海道
子 可 グ 寺 , ー 寺 伊 ■ F

平水位遮唖士顕7
八間堀川水門 丞闇議鍵職域 ＋11.04

小 1川水海道 垂極鯛患撫f琴塞： △ －．竺 、 ‐

八間堀排水樋管

、

■
《

４．

ｆ

、
名
●
Ｊ

ｙ
守
〆

令

１

口

も

シ

■

9月
守 含

3

小

渉. 訳 ふも､.｡。－？ ､ 一之詞 ． ､ 悪心 . ･
ひ

＋1547未満全開， ＋15.47以上全閉

日 一
鞠f 巻・ ．

稔立羊12m未満全閉, :＋12m以韮窒開

:滋圭碗7未満全蹴『千15海血王達闇

4

窄鈩

， G

戸←刊

旧八間堀川樋管
､ ◇ f

Ｊ

・
ゲ

〆

●
△
β
Ｐ
◇
心

皮
‐
・

司〆

．

７

今

戸

七
も
■
ク
幻

も
ぴざ
や

Ｆ

や

戦
芦
、

。
』
ｑ
Ｐ

白
今
凸
守
Ｇ
ｂ
Ｊ

．
ｑ
Ｆ
ｅ
』

◇◇OQ r 町

9 6

・阜異や･票･隊-.1､',織 . ､尋 .
↑ ・で：率･鼠蕊言､′･§ ： .. ､藍』~ ． ．Y

｡


